
各案件に対する討論の原稿は、議員が作成しています。

２
月
22
日
の
本
会
議
に
お
い
て
予

算
特
別
委
員
会
（
鈴
木
成
夫
委
員

長
）
に
付
託
し
、
３
月
10
日
、
11
日
、

14
日
、
15
日
、
16
日
、
17
日
、
18
日
、

23
日
の
計
８
日
間
、
約
58
時
間
に
わ

た
り
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

３
月
28
日
の
本
会
議
で
は
、
組
替

え
動
議
と
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
が
、
い
ず
れ
も
否
決
し
た
後
、
原

案
に
つ
い
て
起
立
採
決
の
結
果
、
起

立
少
数
に
よ
り
、
否
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

中
山
克
己
（
自
民
党
小
金
井
）

市
長
は
６
施
設
複
合
化
を
進
め
る

た
め
、
新
福
祉
会
館
建
設
に
関
す
る

予
算
を
含
め
て
お
ら
ず
、
建
設
を
検

討
し
直
す
の
で
あ
れ
ば
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
や
財
源
を
示
さ
な
け
れ
ば
建
設
に

影
響
が
出
る
。
基
本
設
計
等
委
託
も

現
存
す
る
債
務
負
担
行
為
に
対
応
し

て
お
ら
ず
市
長
は
進
捗
さ
せ
る
意
志

が
な
い
。
早
期
実
現
の
た
め
要
望
し

た
関
連
予
算
が
な
い
た
め
反
対
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

反
対
の
理
由
の
第
１
は
、
早
期
建

設
が
望
ま
れ
る
新
福
祉
会
館
の
建
設

検
討
委
員
会
が
廃
止
さ
れ
、
建
設
の

見
通
し
が
立
た
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
第
２
は
、
子
育
て

環
境
日
本
一
と
言
い
な
が
ら
、
就
学

援
助
切
下
げ
な
ど
市
民
生
活
に
冷
た

い
予
算
だ
か
ら
で
あ
る
。
第
３
に
、

大
型
開
発
優
先
の
税
金
の
使
い
方
を

見
直
す
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

百
瀬
和
浩
（
リ
ベ
ラ
ル
保
守
）

総
人
件
費
の
抑
制
の
方
針
、
将
来

に
わ
た
る
人
件
費
削
減
の
計
画
も
な

い
中
、
職
員
給
与
・
手
当
の
増
額
は

許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。
ま
た
、

緊
急
の
課
題
で
あ
る
庁
舎
建
設
、
福

祉
会
館
建
設
の
予
算
措
置
が
な
い
こ

と
は
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
本
市
に

お
い
て
は
、
庁
舎
問
題
イ
コ
ー
ル
財

政
問
題
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
予

算
案
に
は
反
対
す
る
も
の
で
あ
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�
田
頭
祐
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

武
蔵
小
金
井
駅
南
口
第
２
地
区
の

再
開
発
補
助
金
に
は
反
対
し
て
き
た
。

庁
舎
基
金
の
積
立
や
福
祉
会
館
の
市

民
検
討
委
員
会
予
算
が
な
い
な
ど
小

金
井
市
民
の
直
面
す
る
課
題
に
き
ち

ん
と
向
き
合
っ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、

職
員
給
与
・
手
当
の
引
上
げ
は
、
い

ま
だ
危
機
的
財
政
難
を
脱
出
し
て
い

な
い
中
で
就
学
援
助
は
引
き
下
げ
る

な
ど
、
バ
ラ
ン
ス
に
欠
け
る
も
の
だ
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

片
山　

薫
（
緑
・
市
民
自
治
）

選
挙
の
争
点
と
な
っ
た
新
庁
舎
建

設
、
福
祉
会
館
の
代
替
施
設
の
予
算

が
な
い
の
に
、
武
蔵
小
金
井
駅
南
口

の
再
開
発
と
職
員
給
与
の
引
上
げ
に

関
す
る
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

議
会
や
教
育
委
員
会
へ
説
明
の
な
い

就
学
援
助
の
認
定
倍
率
引
下
げ
は
弱

者
間
の
行
革
で
あ
る
。
前
市
長
と
は

違
う
、
市
民
に
寄
り
沿
っ
た
市
政
を

要
望
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

斎
藤
康
夫
（
市
民
会
議
）

本
一
般
会
計
予
算
は
、
職
員
給
与

の
増
額
が
含
ま
れ
て
い
る
。
職
員
給

与
は
、
東
京
都
の
職
員
給
料
表
に
準

拠
し
た
上
で
人
事
院
等
の
勧
告
に
よ

り
決
定
す
る
こ
と
に
加
え
、
市
の
財

政
状
況
を
勘
案
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
小
金
井
市
の
財
政
状
況
は
多
摩

26
市
で
最
悪
で
あ
る
。
歳
入
構
造
の

改
革
に
後
ろ
向
き
な
西
岡
市
長
が
提

案
す
る
本
予
算
に
反
対
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

露
口
哲
治
（
小
金
井
自
民
）

新
庁
舎
建
設
に
併
せ
て
福
祉
会
館

等
６
施
設
の
複
合
化
案
は
財
源
的
に

も
未
知
数
で
あ
り
、
行
政
決
定
し
て

き
た
福
祉
会
館
建
設
計
画
案
と
寄
付

金
３
億
１
千
300
万
円
の
浄
財
を
尊
重

し
て
早
急
に
建
設
事
業
を
継
承
す
べ

き
で
あ
る
。
ま
た
、
実
質
２
年
間
で

約
３
億
５
千
万
円
の
給
与
引
上
げ
を

行
う
予
算
は
、
市
民
感
情
を
逆
な
で

す
る
内
容
で
あ
る
た
め
、
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

湯
沢
綾
子
（
自
民
党
小
金
井
）

人
事
院
勧
告
を
尊
重
す
べ
き
こ
と

は
制
度
上
の
要
請
で
あ
る
が
、
本
市

の
財
政
状
況
に
鑑
み
る
と
難
し
い
判

断
で
あ
る
。
た
だ
、
現
状
を
打
破
す

る
た
め
に
こ
そ
不
可
欠
な
優
秀
な
人

材
の
確
保
は
他
市
よ
り
目
に
見
え
て

低
い
給
与
条
件
で
は
望
め
な
い
。
職

員
は
少
数
精
鋭
の
体
制
が
最
善
と
考

え
、
本
件
に
は
賛
成
す
る
が
、
職
員

数
削
減
の
早
急
な
実
現
を
要
望
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

経
済
が
落
ち
込
ん
で
い
る
要
因
に
、

消
費
が
伸
び
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
民
間
も
公
務
員
も
社
会
保

険
料
の
負
担
増
な
ど
に
よ
り
可
処
分

所
得
が
減
り
、
消
費
購
買
力
が
落
ち

込
ん
で
い
る
こ
と
に
よ
る
。
賃
金
の

引
上
げ
を
民
間
も
公
務
員
も
図
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
国
の
制
度
と
し

て
の
地
域
手
当
、
人
事
評
価
制
度
の

問
題
は
あ
る
が
、
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

人
事
評
価
制
度
の
適
用
拡
充
を
ま

ず
評
価
す
る
。
そ
し
て
、
最
も
重
視

し
た
の
は
副
市
長
の
答
弁
で
、
「
多

摩
26
市
で
一
番
厳
し
い
対
応
を
と
っ

た
」
「
現
行
の
制
度
上
、
こ
れ
以
上

の
対
応
は
厳
し
い
」
と
あ
っ
た
こ
と

で
あ
る
。
法
体
系
に
基
づ
い
て
構
築

さ
れ
、
国
レ
ベ
ル
で
改
定
を
積
み
重

ね
て
き
た
公
務
員
の
給
与
制
度
は
、

遵
守
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

鈴
木
成
夫
（
市
議
会
民
主
党
）

職
員
給
与
は
19
年
連
続
マ
イ
ナ
ス

で
、
削
減
額
は
40
億
円
以
上
、
直
近

３
年
間
で
５
億
円
以
上
財
源
を
捻
出

し
て
い
る
。
今
回
の
提
案
は
人
事
院
、

都
の
人
事
委
員
会
勧
告
に
基
づ
き
行

う
も
の
で
、
26
市
で
唯
一
マ
イ
ナ
ス

１
％
の
妥
結
で
あ
る
。
今
後
は
職
員

人
件
費
削
減
だ
け
に
依
存
し
た
行
革

２
月
23
日
の
本
会
議
に
お
い
て
総

務
企
画
委
員
会
（
関
根
優
司
委
員

長
）
に
付
託
し
、
３
月
９
日
、
23
日

の
計
２
回
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

本
条
例
は
、
平
成
27
年
の
東
京
都

人
事
委
員
会
勧
告
、
人
事
院
勧
告
を

踏
ま
え
、
職
員
の
給
料
月
額
の
改
定
、

勤
勉
手
当
の
年
間
支
給
月
数
の
引
上

げ
、
地
域
手
当
の
支
給
割
合
の
引
上

げ
等
を
行
う
た
め
、
改
正
を
行
う
も

の
で
す
。

３
月
28
日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

渡
辺
大
三
（
リ
ベ
ラ
ル
保
守
）

反
対
の
理
由
は
次
の
と
お
り
。
①

市
は
、
民
生
費
、
児
童
福
祉
費
、
教

育
費
が
26
市
ワ
ー
ス
ト
１
位
。
②
給

与
大
幅
増
の
財
源
を
財
政
調
整
基
金

か
ら
捻
出
。
③
労
使
合
意
は
、
市
長

就
任
後
、
一
週
間
で
調
印
。
④
市
長

は
「
市
役
所
庁
舎
問
題
の
決
着
」

「
子
育
て
環
境
日
本
一
」
公
約
の
財

源
計
画
を
明
示
せ
ず
。
⑤
市
長
は
職

員
削
減
を
公
約
す
る
も
増
加
を
提
案
。

３
月
４
日
の
本
会
議
に
お
い
て
厚

生
文
教
委
員
会
（
渡
辺
ふ
き
子
委
員

長
）
に
付
託
し
、
３
月
７
日
、
23
日

の
計
２
回
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

本
条
例
は
、
新
福
祉
会
館
の
建
設

計
画
を
市
民
参
加
で
策
定
す
る
た
め
、

（
仮
称
）
新
福
祉
会
館
建
設
計
画

（
案
）
を
基
に
、
建
設
計
画
及
び
基

本
設
計
に
つ
い
て
検
討
・
協
議
す
る

委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
議
員
か
ら
提
案
し
ま
し
た
。

３
月
28
日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
が
、

そ
の
後
、
３
月
30
日
付
け
で
市
長
か

ら
再
議
に
付
さ
れ
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

岸
田
正
義
（
市
議
会
民
主
党
）

新
市
長
は
民
意
を
得
た
公
共
施
設

複
合
化
政
策
を
精
査
す
る
責
任
が
あ

る
。
そ
の
時
間
さ
え
認
め
ず
前
市
長

の
方
針
を
堅
持
す
る
本
条
例
は
、
早

期
建
設
と
い
う
目
前
の
課
題
に
捕
ら

わ
れ
、
将
来
的
な
視
点
を
欠
い
て
い

る
。
最
小
経
費
で
最
大
効
果
を
上
げ

る
地
方
自
治
の
本
旨
を
果
た
す
た
め

に
今
こ
そ
公
共
施
設
再
配
置
の
問
題

を
決
着
す
べ
き
と
考
え
、
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

本
議
案
は
、
本
町
暫
定
庁
舎
敷
地

に
新
た
な
福
祉
会
館
建
設
を
早
期
に

着
手
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の

で
あ
る
。
西
岡
市
長
は
、
い
つ
に
な

っ
た
ら
完
成
す
る
の
か
見
え
て
こ
な

い
６
施
設
複
合
化
方
針
に
こ
だ
わ
る

の
で
は
な
く
、
「
（
仮
称
）
新
福
祉

会
館
建
設
計
画
（
案
）
」
を
基
に
、

検
討
委
員
会
を
直
ち
に
設
置
し
、
具

体
化
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

総務企画委員会

４月22日（金）午前10時
▶�小金井市市民参加条例の一部を改正する条例
▶�第二庁舎の取得に関する陳情書
▶�第二庁舎を地主から買い取らないことを求める陳
情書
▶�東部地域への市政センターの設置を求める陳情書
▶�財政援助団体の適正な運営の確保に関する陳情書
▶�新入職員を消防団に研修配属することを求める陳
情書
▶�消滅の危機に瀕する言語の保全及び継承を求める
ことに関する陳情書
▶�公共施設の再配置及び庁舎建設に係る諸問題の調
査

厚生文教委員会

５月 ９日（月）午前10時
▶�義務教育課程における平和教育に係る課題図書に
関する陳情書

▶�障がい表記へ改めることに関する陳情書
▶�2025年問題に向けて地域包括ケアシステム構築に
関する諸問題の調査
▶�子どもに関する諸問題の調査

建設環境委員会

５月12日（木）午前10時
▶�小金井市道路行政の正常化を求める陳情書（ ２）
▶�小金井市道路行政の正常化を求める陳情書（ ３）
▶�都市整備部長は市民と市議会に対し、公正な資料
に基づき、曲解することなく誠実に対応すること
を求める陳情書
▶�駅周辺の開発・整備に係る諸問題の調査
▶�小金井市の環境政策推進に係る諸問題の調査

行財政改革調査特別委員会

５月13日（金）午前10時
▶�行財政改革に係る諸問題の調査

資源循環型社会推進調査特別委員会

５月16日（月）午前10時
▶�廃棄物の ３Ｒ（リデュース＝発生抑制・リユース
＝再使用・リサイクル＝再生利用）を推進し、循
環型社会を構築するための調査

議会運営委員会

５月17日（火）午前10時、 ５月30日（月）午後 ２時
▶�小金井市議会事務局職員数及び市議会議員定数の
削減に関する陳情書
▶�小金井市議会における審議時間、資料要求数の削
減に関する陳情書
▶�教育長の選任同意にあたって、採決前に、候補者
の考えを確認すること等を求める陳情書
▶�議会改革に関する諸問題の調査
▶�①次期定例会（臨時会を含む。）の会期及び会議日
割等、議会運営に関する調査　②議会の会議規則、
委員会条例等に関する調査　③議会運営に関する
議長の諮問事項について

に
決
別
し
、
真
の
行
財
政
改
革
に
取

り
組
む
こ
と
を
要
望
し
、
賛
成
す
る
。

平

成

28

年

度

一

般

会

計

予

算

審
議
し
た
主
な
議
案

閉会中の委員会日程及び審査案件

（
仮
称
）
新
福
祉
会
館
建
設
検
討

委
員
会
設
置
に
関
す
る
条
例

一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用

及
び
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例

及
び
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
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